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(57)【要約】
【課題】　故障箇所の特定が容易な内視鏡システム１、
および故障箇所を容易に特定できる内視鏡システム１の
メンテナンス方法を提供する。
【解決手段】　被写体を撮像して撮像信号を出力する内
視鏡２と、内視鏡２から入力された撮像信号を処理し表
示手段に出力可能な映像信号を生成する後段信号処理回
路３０を有する外部プロセッサ３と、撮像信号出力の有
無、および映像信号出力の有無を検知する出力検知回路
３１とを有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して撮像信号を出力する撮像装置と、
　前記撮像装置から入力された前記撮像信号を処理し表示手段に出力可能な映像信号を生
成する信号処理回路を有する信号処理装置と、
　前記撮像信号の出力の有無、および前記映像信号の出力の有無、を検知する出力検知手
段とを有することを特徴とする撮像システム。
【請求項２】
　前記撮像装置と前記信号処理装置とを電気的に接続可能なコネクタ部と、
　前記コネクタ部の電気的接続の有無を検知する接続検知手段とを有することを特徴とす
る請求項１に記載の撮像システム。
【請求項３】
　前記撮像装置と前記信号処理装置とは、それぞれＪＴＡＧチェーンを形成可能な、第１
および第２のＦＰＧＡを有し、
　前記接続検知手段は、前記第１および第２のＦＰＧＡによる前記ＪＴＡＧチェーンを用
いて、前記コネクタ部の電気的接続の有無を検知することを特徴とする請求項２に記載の
撮像システム。
【請求項４】
　前記撮像装置は、
　前記被写体を撮像してアナログ撮像信号を出力する撮像素子と、
　前記アナログ撮像信号を処理し、所定ビット数のデジタル撮像信号を出力するアナログ
フロントエンドと、
　前記アナログフロントエンドが正常に動作しているか検知するＡＦＥ検知手段とを有す
ることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の撮像システム。
【請求項５】
　ＡＦＥ検知手段は、前記デジタル撮像信号のビット数と前記所定ビット数とが同一ビッ
ト数の場合には前記アナログフロントエンドが正常に動作していると検知することを特徴
とする請求項４に記載の撮像システム。
【請求項６】
　前記撮像装置と前記信号処理装置とは、それぞれテストパターン信号出力機能を有する
第１および第２のＦＰＧＡを有し、
　前記出力検知手段は、少なくともいずれかの前記テストパターン信号の有無を検知する
ことを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の撮像システム。
【請求項７】
　前記出力検知手段、前記接続検知手段、ＡＦＥ検知手段の少なくともいずれか１つの検
知結果を告知する告知手段を有することを特徴とする請求項４から請求項６のいずれか１
項に記載の撮像システム。
【請求項８】
　前記撮像装置が内視鏡であり、前記信号処理装置が内視鏡信号処理装置であることを特
徴とする請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の撮像システム。
【請求項９】
　前記内視鏡がカプセル型の内視鏡であることを特徴とする請求項８に記載の撮像システ
ム。
【請求項１０】
　前記信号処理装置が通信手段を有し、
　前記出力検知手段、前記接続検知手段、ＡＦＥ検知手段の少なくともいずれか１つが、
前記通信手段を介して制御可能なことを特徴とする請求項４から請求項９のいずれか１項
に記載の撮像システム。
【請求項１１】
　前記撮像装置が内視鏡であり、前記信号処理装置がＰＣであることを特徴とする請求項
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１から請求項１０のいずれか１項に記載の撮像システム。
【請求項１２】
　被写体を撮像して映像信号を出力する撮像装置と、
　前記撮像装置から、電気的に接続可能なコネクタ部を介して、入力された前記映像信号
を処理し表示手段に出力可能な映像信号を出力する信号処理回路を有する信号処理装置と
を有する撮像システムのメンテナンス方法であって、
　前記映像信号の出力の有無を検知する映像信号検知ステップと、
　前記コネクタ部の電気的接続の有無を検知する接続検知ステップと、
　前記撮像信号の出力の有無を検知する撮像信号検知ステップと、を有することを特徴と
する撮像システムのメンテナンス方法。
【請求項１３】
　前記撮像装置は、
　前記被写体を撮像してアナログ撮像信号を出力する撮像素子と、
　前記アナログ撮像信号を処理し、所定ビット数のデジタル撮像信号を出力するアナログ
フロントエンドとを有し、
　前記デジタル撮像信号のビット数と前記所定ビット数とが同一ビット数の場合に、前記
アナログフロントエンドが正常に動作していると検知するＡＦＥ検知ステップを有するこ
とを特徴とする請求項１２に記載の撮像システムのメンテナンス方法。
【請求項１４】
　前記撮像装置と前記信号処理装置とは、それぞれテストパターン信号出力機能を有する
第１および第２のＦＰＧＡを有し、
　それぞれの前記テストパターン信号の有無を検知するテストパターン信号検知ステップ
を有することを特徴とする請求項１２または請求項１３に記載の撮像システムのメンテナ
ンス方法。
【請求項１５】
　前記映像信号検知ステップ、前記接続検知ステップ、前記デジタル撮像信号検知ステッ
プ、前記ＡＦＥ検知ステップ、前記テストパターン信号検知ステップの少なくともいずれ
か１つの検知結果を告知する告知ステップを有することを特徴とする請求項１２から請求
項１４のいずれか１項に記載の撮像システムのメンテナンス方法。
【請求項１６】
　前記撮像装置が内視鏡であり、前記信号処理装置が内視鏡信号処理装置であることを特
徴とする請求項１２から請求項１５のいずれか１項に記載の撮像システムのメンテナンス
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被写体を撮像して撮像信号を出力する撮像装置と、撮像装置から入力された
撮像信号を処理する信号処理回路を有する信号処理装置とを有する撮像システムおよび前
記撮像システムのメンテナンス方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野等においては、内視鏡の挿入部の先端に固体撮像素子としての電荷結合素子（
ＣＣＤ）を搭載し、ＣＣＤを用いて撮像した被写体の内視鏡画像をモニタに表示する、い
わゆる電子内視鏡装置が普及している。一般に、電子内視鏡装置においては、ＣＣＤを有
する電子内視鏡からのアナログ撮像信号を、電子内視鏡と接続された外部プロセッサにお
いて各種の信号処理を行う構成となっている。すなわち、被写体を撮像して撮像信号を出
力する撮像装置はアナログ撮像信号を出力し、信号処理装置において撮像装置から入力さ
れたアナログ撮像信号をデジタル化し信号処理を行っていた。
【０００３】
　これに対して、信号処理回路の小型化により、信号処理回路の一部を内視鏡に搭載し、
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ＣＣＤからのアナログ撮像信号をデジタル撮像信号に変換してから、信号処理装置である
外部プロセッサに撮像信号を出力する、いわゆる電子内視鏡が知られている。
【０００４】
　例えば、特開２００６－２８８７５３号公報には、ＣＣＤを配設した内視鏡と、内視鏡
と着脱可能に接続された外部プロセッサとを有する電子内視鏡システムであって、内視鏡
が、ＣＣＤで撮像された信号をデジタル処理するデジタル処理手段と、データ圧縮手段と
、データ送信手段とを備えており、プロセッサが、データ受信手段と、データ伸張手段と
を備えた電子内視鏡システムが開示されている。
【特許文献１】特開２００６－２８８７５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述のように、電子内視鏡システム等の撮像システムにおいては、撮像装置である電子
内視鏡とは別体の信号処理装置である外部プロセッサに配置されていた信号処理回路の一
部が、電子内視鏡の内部に配置されている。このため、撮像システムの故障時に故障箇所
を特定することが容易ではないことがあった。
【０００６】
　上記目的を達成すべく、本発明の撮像システムは故障箇所の特定が容易であり、本発明
の撮像システムのメンテナンス方法によれば、故障箇所を容易に特定できる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の撮像システムは、被写体を撮像して撮像信号を出力する撮像装置と、前記撮像
装置から入力された前記撮像信号を処理し表示手段に出力可能な映像信号を生成する信号
処理回路を有する信号処理装置と、前記撮像信号出力の有無および前記映像信号出力の有
無を検知する出力検知手段を有する。
【０００８】
　また、本発明の撮像システムのメンテナンス方法は、被写体を撮像して撮像信号を出力
する撮像装置と、前記撮像装置から、電気的に接続可能なコネクタ部を介して、入力され
た前記撮像信号を処理し表示手段に出力可能な映像信号を出力する信号処理回路を有する
信号処理装置とを有する撮像システムのメンテナンス方法であって、前記映像信号の出力
の有無を検知する映像信号検知ステップと、前記コネクタ部の電気的接続の有無を検知す
る接続検知ステップと、前記撮像信号の出力の有無を検知する撮像信号検知ステップとを
有する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、故障箇所の特定が容易な撮像システム、および、故障箇所を容易に特定でき
る撮像システムのメンテナンス方法、を提供するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
＜第１の実施の形態＞　
　以下、図１、図２および図３を用いて本発明の第１の実施の形態の撮像システムである
内視鏡システム１について説明する。図１は、本実施の形態の内視鏡システム１の構成を
示す外観図であり、図２は内視鏡システム１の構成を説明するための説明図であり、図３
は内視鏡システム１の構成を説明するためのブロック図である。
【００１１】
　図１に示すように、本実施の形態の内視鏡システム１は、体腔内に挿入され、その先端
部に配設されたＣＣＤ６を用いて観察部位を撮像する細長い挿入部１３と、術者が内視鏡
操作を行う操作部７とを備えた内視鏡２（以下、「スコープ」とも言う。）と、内視鏡２
に照明光を供給する光源装置５と、内視鏡２からの撮像信号を信号処理して表示手段であ
るモニタ４に内視鏡画像等を表示させる外部プロセッサ３と、送気送水を行う送気送水ポ
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ンプ９と、術者が入力操作を行う操作部７等とを備え、これら装置をラック１１に搭載し
て構成される。内視鏡２は、外部プロセッサ３とコネクタ部８Ａで、光源装置５とコネク
タ部８Ｂで、それぞれ着脱可能に接続され、さらにコネクタ部８Ｂを介して送気送水ポン
プ９と接続されている。
【００１２】
　そして、図２に示すように、挿入部１３の先端部に配設されたＣＣＤ６から出力された
アナログ撮像信号は、挿入部１３内を挿通した伝送ケーブル（不図示）を介して内視鏡２
のコネクタ部８に配設された前段処理回路２０に入力され、前段処理回路２０において信
号処理されて、デジタル撮像信号として外部プロセッサ３に出力される。　なお、図２は
、前段処理回路２０がコネクタ部８に配設されている場合を示しているが、前段処理回路
２０は、内視鏡２に配設されていればよく、例えば、操作部７に配設されていてもよいし
、操作部７とコネクタ部８とに分割して、配設されていてもよい。
【００１３】
　次に、図３を用いて、本実施の形態の内視鏡システム１の構成を、より詳細に説明する
。内視鏡システム１においては、駆動回路２１により駆動されたＣＣＤ６が、体腔内の被
写体１０を撮像してアナログ撮像信号を、前段処理回路２０に出力する。前段処理回路２
０は、増幅回路２２と、ＣＤＳ回路２３と、ＡＤ変換回路と、第１のＦＰＧＡ２９とを有
する。なお、ＦＰＧＡとは、Field Programmable Gate Array、であり、プログラミング
することができる集積回路であり、所望のソフトウエアをプログラミングすることで、所
望の動作をする回路として用いることができる。
【００１４】
　アナログ撮像信号は、増幅回路２２を介して、ＣＤＳ（Correlated double sampling：
相関二重サンプリング）回路２３でＣＣＤ雑音が除去された後、ＡＤ変換回路２４におい
て、デジタル撮像信号、例えば１２ビットのデジタル撮像信号に変換される。そして、デ
ジタル撮像信号は、第１のＦＰＧＡ２９と、コネクタ部８Ａを介して、外部プロセッサ３
側の第２のＦＰＧＡ３５に伝送され、後段処理回路３０に入力される。そして、デジタル
撮像信号は後段処理回路３０で処理され、映像信号として表示手段であるモニタ４に出力
され、被写体１０の内視鏡画像がモニタ４に表示される。
【００１５】
　そして、図３に示すように、内視鏡システム１は、故障が発生した場合に、故障箇所を
検知するための検知回路等を有している。内視鏡２の第１のＦＰＧＡ２９は、プログラム
によってデジタル撮像信号のテストパターン信号を生成するテストパターン信号出力機能
を有するテストパターン発生部２７と、ＪＴＡＧチェーン形成部２８と、ＡＦＥ検知手段
であるＡＦＥ検知部２６とが構成されている。ＪＴＡＧチェーンとは、ＪＴＡＧ規格のバ
ウンダリスキャンテストを行うため、入出力を直列につなぐ回路である。また、ＡＦＥ（
アナログフロントエンド）２５はアナログ画像データをデジタルデータに変換する回路を
周辺回路と共に内蔵した素子であり、所定ビット数、例えば１２ビット、のデジタル撮像
信号を出力する。ＡＦＥ検知部２６は、ＡＦＥ２５から出力されたデジタル撮像信号のビ
ット落ちがない場合、すなわち、デジタル撮像信号のビット数と、所定ビット数が同一ビ
ット数の場合に、ＡＦＥ２５が正常に動作していると検知する。
【００１６】
　一方、外部プロセッサ３の第２のＦＰＧＡ３５は、デジタル撮像信号のテストパターン
信号を生成するテストパターン信号出力機能を有するテストパターン発生部３２と、ＪＴ
ＡＧチェーン形成部３４と、接続検知部３３とが構成されている。接続検知手段である接
続検知部３３は、第１のＦＰＧＡ２９のＪＴＡＧチェーン形成部２８と、第２のＦＰＧＡ
３５のＪＴＡＧチェーン形成部３４とを用いてコネクタ部８Ａを介して連続した配線回路
を形成し、コネクタ部８Ａの電気的接続不良を検知する。また、外部プロセッサ３のキャ
プチャ回路３７は、後段処理回路３０の替わりにデジタル撮像信号から画像データを取り
込む回路である。なお、信号は、図示しないスイッチにより、後段処理回路３０とキャプ
チャ回路３７とのいずれかの回路により処理される。
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【００１７】
　そして、内視鏡システム１はモニタ４への出力信号の有無を検知する出力検知手段であ
る出力検知回路３１を有する。出力検知回路３１は図３に示すように、外部プロセッサ３
に内蔵されていてもよいし、別体でもよい。なお、出力検知回路３１は後述するように、
モニタ４への出力信号の有無を検知することで、内視鏡２からの撮像信号、すなわちデジ
タル撮像信号の出力の有無、および後段処理回路３０からの映像信号出力の有無を検知す
ることができる。
【００１８】
　さらに、内視鏡システム１は、出力検知回路３１、接続検知部３３、ＡＦＥ検知部２６
の少なくともいずれか１つの検知結果を告知する告知手段である告知回路３８を有してい
ることが好ましい。告知回路は図３に示すように、外部プロセッサ３に内蔵されていても
よいし、外部プロセッサ３とは別体でもよい。また、告知回路３８は告知を行うためにモ
ニタ４を用いてもよいし、さらに、図示しない音声による告知部等を有していてもよい。
【００１９】
　以上のように、内視鏡システム１は、被写体１０を撮像して撮像信号を出力する撮像装
置である内視鏡２と、内視鏡２から入力された撮像信号を処理し表示手段であるモニタ４
に出力可能な映像信号を生成する信号処理回路である後段処理回路３０を有する信号処理
装置である外部プロセッサ３と、撮像信号の出力の有無、および、映像信号の出力の有無
、を検知する出力検知手段である出力検知回路３１とを有する撮像システムである。
【００２０】
　次に図４Ａおよび図４Ｂを用いて、内視鏡システム１のメンテナンス処理の流れについ
て説明する。図４Ａおよび図４Ｂは、内視鏡システム１のメンテナンス処理の流れを説明
するためのフローチャートである。
【００２１】
　内視鏡システム１においては、図４Ａおよび図４Ｂに示すように、順に故障箇所がない
かを確認していく。そして故障箇所があった場合には、その故障箇所を告知する。
【００２２】
＜ステップＳ１０＞　
　内視鏡２（スコープ）が外部プロセッサ３に接続される。そして、内視鏡システム１の
電源が入れられる。すなわち、内視鏡２（スコープ）、外部プロセッサ３およびモニタ４
の電源が投入される。
【００２３】
＜ステップＳ１１＞　
　内視鏡システム１は、メンテナンスモードを起動する。メンテナンスモードは、内視鏡
システム１に故障箇所がないか一連のセルフチェック処理を行うモードである。
【００２４】
＜ステップＳ１２＞　
　内視鏡システム１は、後段処理回路３０とキャプチャ回路３７との切り替えのスイッチ
を後段処理回路３０に切り替える。前述のように、切り替えには図示しないスイッチ手段
等を用いる
＜ステップＳ１３＞　
　後段処理回路３０のテストパターン発生部３２は、テストパターン信号を出力する。
【００２５】
＜ステップＳ１４＞　
　出力検知回路３１は、後段処理回路３０からテストパターン信号の出力の有無を検知す
る。すなわち、ステップＳ１４は、後段処理回路３０からの映像信号の出力の有無を検知
する映像信号検知ステップであると同時に、テストパターン信号の有無を検知するテスト
パターン信号検知ステップでもある。
【００２６】
　テストパターン信号の出力がない場合（Ｎｏ）には、ステップＳ１５において、告知回
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路３８が、モニタ４に「後段処理不良」の表示を行い告知する。
【００２７】
　テストパターン信号の出力がある場合（Ｙｅｓ）には、ステップＳ１６において、次の
箇所の確認を行う。
【００２８】
＜ステップＳ１６＞　
　ＪＴＡＧチェーン形成部２８および３４により、ＦＰＧＡ２９およびＦＰＧＡ３５の入
出力線が直列に接続されたＪＴＡＧチェーンが作成される。すなわち、コネクタ部８Ａを
介して接続されている複数の信号配線の端部が接続され、いわゆる数珠つなぎで機能上は
１本の配線となる。なお、ＪＴＡＧチェーン形成部３４の入出力線のうちの２本がＪＴＡ
Ｇチェーンの端部となり、接続検知部３３と接続される。
【００２９】
＜ステップＳ１７＞　
　接続検知部３３は、ＪＴＡＧチェーンがＯＰＥＮ状態、すなわち導通不良、であれば、
ＦＰＧＡ２９とＦＰＧＡ２６との間のどこかで接続不良が発生していることを検知するこ
とができる。すなわち、ステップＳ１７は、コネクタ部８Aの電気的接続の有無を検知す
る接続検知ステップである。接続検知部３３が、接続不良を検知した場合（Ｙｅｓ）には
、ステップＳ１８において、告知回路３８が、モニタ４に「スコープ接続不良」の表示を
行い告知する。
【００３０】
　ＪＴＡＧチェーンがＣＬＯＳＥ状態の場合（Ｎｏ）には、ステップＳ１９において、次
の箇所の確認を行う。
【００３１】
＜ステップＳ１９＞　
　前段処理回路２０のテストパターン発生部２７は、テストパターン信号を出力する。
【００３２】
＜ステップＳ２０＞　
　出力検知回路３１は、前段処理回路２０からテストパターン信号の出力の有無を検知す
る。すなわち、ステップＳ２０は、内視鏡２からの撮像信号、すなわちデジタル撮像信号
の出力の有無を検知するデジタル撮像信号検知ステップであると同時に、テストパターン
信号の有無を検知するテストパターン信号検知ステップでもある。
【００３３】
　出力検知回路３１が前段処理回路２０からテストパターン信号の出力を検知できない場
合（Ｎｏ）には、ここまでの処理で、後段処理回路３０と内視鏡２の接続は確認済みであ
るので、前段処理回路２０か、あるいは、後段処理回路３０の映像処理回路３６に問題が
あることになるため、ステップＳ２１からの処理を行う。
【００３４】
　一方、出力検知回路３１が前段処理回路２０からテストパターン信号の出力を検知した
場合（Ｙｅｓ）には、ステップＳ２５からの処理を行う。
【００３５】
＜ステップＳ２１＞　
　内視鏡システム１は、後段処理回路３０とキャプチャ回路３７との切り替えのスイッチ
をキャプチャ回路３７に切り替える。
【００３６】
＜ステップＳ２２＞　
　出力検知回路３１がキャプチャ回路３７を介しても、モニタ４への出力信号を検知でき
なかった場合（Ｎｏ）には、前段処理回路２０が故障していると判断され、ステップＳ２
３において、告知回路３８が、モニタ４に「前段処理回路不良」の表示を行い告知する。
【００３７】
　一方、出力検知回路３１がキャプチャ回路３７を介すると、モニタ４への出力信号を検
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知できた場合（Ｙｅｓ）には、映像処理回路３６が故障していると判断され、ステップＳ
２４において、告知回路３８が、モニタ４に「映像処理不良」の表示を行い告知する。
【００３８】
＜ステップＳ２５＞　
　ステップＳ２０において、出力検知回路３１が前段処理回路２０からテストパターン信
号の出力を検知した場合（Ｙｅｓ）には、ＣＣＤ６の出力系の検査を行う。ＣＣＤ６から
のアナログ撮像信号は、ＣＤＳ回路２３とＡＤ変換回路２４とを有するＡＦＥ２５により
、１２ビットのデジタル撮像信号に変換された後に、ＦＰＧＡ２９に出力される。
【００３９】
＜ステップＳ２６＞　
　ＦＰＧＡ２９は、ＡＦＥ２５からの１２ビットデジタル撮像信号を、後段処理回路３０
に出力する。なお、後段処理回路３０とキャプチャ回路３７との切り替えスイッチは、後
段処理回路３０に切り替えられる
＜ステップＳ２７＞　
　出力検知回路３１がＣＣＤ６から出力された信号を検知できた場合（Ｙｅｓ）には、Ｃ
ＣＤ６は故障していないと判断され、ステップＳ３２からの処理が行われる。
【００４０】
　これに対して、出力検知回路３１がＣＣＤ６から出力された信号を検知できなかった場
合（Ｎｏ）には、ステップＳ２８からの処理が行われる。
【００４１】
＜ステップＳ２８＞　
　内視鏡システム１は、後段処理回路３０とキャプチャ回路３７との切り替えのスイッチ
をキャプチャ回路３７に切り替える。
【００４２】
＜ステップＳ２９＞　
　出力検知回路３１がキャプチャ回路３７を介しても、モニタ４への出力信号を検知でき
なかった場合（Ｎｏ）には、ＣＣＤ６が故障していると判断され、ステップＳ３０におい
て、告知回路３８が、モニタ４に「ＣＣＤ不良」の表示を行い告知する。
【００４３】
　一方、出力検知回路３１がキャプチャ回路３７を介すると、モニタ４への出力信号を検
知できた場合（Ｙｅｓ）には、映像処理回路３６が故障していると判断され、ステップＳ
３１において、告知回路３８が、モニタ４に「映像処理不良」の表示を行い告知する。
【００４４】
＜ステップＳ３２＞　
　内視鏡システム１は、ＣＣＤ６、前段処理回路２０、および後段処理回路３０に問題が
ない場合には、最後に、ＡＦＥ２５に問題がないかを確認する。
【００４５】
　このためには、ＡＦＥ検知部２６が、デジタル信号データに、いわゆるビット欠けがな
いか確認を行う。例えば、デジタル撮像信号の所定のビット数が、１２ビットの場合、ビ
ット欠けが発生すると、１１ビット以下のデータとなっている。
【００４６】
＜ステップＳ３３＞　
　ＡＦＥ検知部２６は、ビット欠けがあった場合（Ｎｏ）には、ＡＦＥ２５が故障箇所で
あると判断し、ステップＳ３１において、告知回路３８が、モニタ４に「ＡＦＥ不良」の
表示を行い告知する。すなわち、ステップＳ３３は、デジタル撮像信号のビット数と所定
ビット数とが同一ビット数の場合には、ＡＦＥ２５が正常に動作していると検知するＡＦ
Ｅ検知ステップである。
【００４７】
＜ステップＳ３４＞　
　上記の全ての処理において故障箇所が検知されない場合、内視鏡システム１は正常動作
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していると判断し、告知回路３８が、モニタ４に「正常動作中」の表示を行い告知する。
【００４８】
＜ステップＳ３５＞　
　内視鏡システム１は、メンテナンスモードを終了し、通常動作を開始する。これに対し
て、メンテナンスモードにおいて異常が検知された場合、すなわち、図４または図５にお
いて、（I）の場合、には、内視鏡システム１は、通常動作を開始しないで、術者の対応
を待つ。
【００４９】
　なお、上記説明では、内視鏡システム１は起動時に自動的にメンテナンスモードに移行
する例を説明したが、通常動作に移行した後も、術者の指示によりメンテナンスモードに
移行することができる。また、内視鏡システム１は起動時には自動的にメンテナンスモー
ドに移行せず、術者の指示によりメンテナンスモードに移行するようにしてもよい。
【００５０】
　また、上記説明では、メンテナンスモードの制御は内視鏡システム１が行うとして説明
したが、正確には内視鏡システム１の全体の制御を行う図示しない制御部が行う。また、
出力検知回路３１、告知回路３８等の回路は制御部の一部であってもよい。
【００５１】
　以上のように、本実施の形態の撮像システムである内視鏡システム１は故障箇所の特定
が容易であり、本実施の形態の撮像システムのメンテナンス方法である内視鏡システム１
のメンテナンス方法によれば容易に故障箇所を特定することができる。
【００５２】
　また、上記説明では、内視鏡システム１の故障箇所として、後段処理回路不良、スコー
プ接続不良、前段処理回路不良、映像処理不良、ＣＣＤ不良、およびＡＦＥ不良の６箇所
を検知する内視鏡システム１について説明したが、前記６箇所の中から選択された１箇所
以上の故障箇所を検知する内視鏡システムであっても、その故障箇所を容易に特定するこ
とができる。
【００５３】
　以上の説明のように、本実施の形態の撮像システムのメンテナンス方法は、被写体１０
を撮像して撮像信号を出力する撮像装置である内視鏡２と、内視鏡２から、電気的に接続
可能なコネクタ部８を介して、入力された撮像信号を処理し表示手段であるモニタ４に出
力可能な映像信号を出力する信号処理回路である後段処理回路３０を有する信号処理装置
である外部プロセッサ３とを有する撮像システムである内視鏡システム１のメンテナンス
方法であって、映像信号の出力の有無を検知する映像信号検知ステップと、コネクタ部８
の電気的接続の有無を検知する接続検知ステップと、撮像信号の出力の有無を検知する撮
像信号検知ステップとを有する。
【００５４】
＜第２の実施の形態＞　
　以下、図５および図６を用いて本発明の第２の実施の形態の撮像システムである内視鏡
システム１B等について説明する。本実施の形態の内視鏡システム１B等は、第１の実施の
形態の内視鏡システム１等と類似しているため、同じ構成要素には同じ符号を付し、説明
は省略する。
【００５５】
　図５は、本実施の形態の内視鏡システム１Bを説明するための外観図であり、図６は、
本実施の形態の内視鏡システム１Bの構成を説明するためのブロック図である。
【００５６】
　図５に示す内視鏡２は、第１の実施の形態の内視鏡２と同じものである。しかし、内視
鏡２は、内視鏡専用の外部プロセッサ３および光源装置５とは接続されておらず、替わり
にＰＣ４１と接続されている。ＰＣ４１は、例えば汎用のパーソナルコンピュータ（ＰＣ
）であり、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を有し、搭載されたソフトウエアに応じ
た所望のデータ処理機能等の機能を発揮することができる。
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【００５７】
　内視鏡２は、内視鏡単体で、デジタル撮像信号を出力することができる。このため、内
視鏡２は、内視鏡装置専用の外部プロセッサ３以外のデジタル機器、例えばＰＣに接続し
、使用することができる。そして、このような使用形態であっても本実施の形態の内視鏡
システム１Bは、内視鏡２の故障箇所を容易に特定することができる
　すなわち、内視鏡を用いて処置中に、内視鏡画像に異常が認められた場合であっても、
内視鏡による処置を継続しなければならない場合もある、このような場合には、術者は予
備の内視鏡を用い処置を行う。すなわち、故障した内視鏡を外部プロセッサ３からはずし
て、予備の内視鏡を外部プロセッサ３に接続する。このため、故障している内視鏡の故障
箇所を外部プロセッサ３により特定することができない。
【００５８】
　しかし、本発明の第２の実施の形態の内視鏡システム１Bにおいては、図５に示すよう
に、術者は内視鏡２をコネクタ部８Ａを介して、ＰＣ４１と接続することで、故障箇所を
特定することができる。ＰＣ４１がコネクタ部８Ａと直接接続できない場合には、ＰＣ４
１とコネクタ部８Ａの間に変換手段を設けることで、接続してもよい。
【００５９】
　さらに、内視鏡２の内部処理回路、例えば、ＦＰＧＡ２９、のソフトウエアを更新する
場合、または伝送ケーブルの断線の修理によってケーブル長が短くなった場合には、内視
鏡２をＰＣ４１と接続することで、内視鏡２にインストールされている設定をケーブル長
に合った適正な内容に更新することができる。
【００６０】
　すなわち、本実施の形態の内視鏡システム１B等は、内視鏡専用の外部プロセッサ３を
用いることなく、内視鏡２の故障箇所を容易に特定することができるだけでなく、内視鏡
２が、故障していない場合であっても内視鏡２のソフトウエア等の更新等のメンテナンス
を行うことができる。
【００６１】
　そして、図６に示すように、本実施の形態の内視鏡システム１Bは、ＰＣ４１およびモ
ニタ４２を有する。ＰＣ４１には、デジタル撮像信号を処理するキャプチャ回路４４と、
内視鏡２のＦＰＧＡにデータを書き込むためのＦＰＧＡ書込回路４５と、内視鏡２の故障
箇所を検知するための出力検知手段である出力検知回路４６とが含まれている。
【００６２】
　内視鏡システム１Bにおいては、内視鏡２をＰＣ４１に接続した時に、内視鏡画像がモ
ニタ４２に正常に表示されれば、故障箇所が外部プロセッサにあり、内視鏡２は故障して
いないことが判明する。さらに、内視鏡システム１Bは内視鏡２の故障箇所を特定するこ
とができる。すなわち、ＰＣ４１の出力検知回路４６は、前段処理回路不良、ＣＣＤ不良
、およびＡＦＥ不良の３箇所を検知することができる。もちろん、内視鏡システム１Bは
、前記３箇所の中から選択された１箇所以上の故障箇所を検知する構成であっても、その
箇所の故障箇所を容易に特定することができる。
【００６３】
　なお、内視鏡システム１BにおいてもＦＰＧＡ２８のＪＴＡＧチェーン形成部２８を用
いて、スコープ接続不良を検知することは可能である。
【００６４】
　また、本実施の形態の内視鏡２は、キャプチャ回路４４を介して、簡単に連続静止画Ｒ
ＡＷデータをモニタ４２に出力することができる。
【００６５】
　さらに、本実施の形態の内視鏡２は、ＰＣ４１のＦＰＧＡ書込回路４５を介して、内視
鏡２のソフトウエア等の更新等のメンテナンスを行うことができる。
【００６６】
　すなわち、ＰＣ４１は、内視鏡２の故障箇所を特定するためのモードと通常モードを切
り替えられる機能を有しており、切り替えはＰＣ４１と接続された図示しないキーボード
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等のユーザインターフェイスを用いる。
【００６７】
　また、ＰＣ４１が、通信手段を有している場合には、内視鏡２のソフトウエア内容、メ
ンテナンスソフトウエア等のデータを、例えばインターネットを通じて入手することも可
能である。さらに、遠隔地にあるサービスセンターなどからインターネットを通じて内視
鏡２のソフトウエア更新等を行うこともできる。
【００６８】
＜第２の実施の形態の変形例＞　
　以下、図７を用いて本発明の第２の実施の形態の変形例の撮像システムである内視鏡シ
ステム１Ｃ等について説明する。本変形例の内視鏡システム１Ｃ等は、第１の実施の形態
の内視鏡システム１等と類似しているため、同じ構成要素には同じ符号を付し、説明は省
略する。図７は本変形例の内視鏡システム１Ｃについて説明するための説明図である。
【００６９】
　図７に示した内視鏡システム１Ｃにおいては、内視鏡２Ａは、コネクタ部８に、ＰＣ５
１と接続するためのパラレルポート端子１２を有している。このため、内視鏡２Ａは、Ｐ
Ｃ５１のパラレルポート端子、例えば、プリンタポート等と容易に接続することができる
。また、ＰＣ５１は、内視鏡２Ａの故障箇所検知、またはソフトウエア更新に必要なデー
タ等を外部装置５２から入力することができる。外部装置５２は記録メディア再生装置で
もよし、ネットワーク接続しネットワーク上から必要なデータを入手する装置であっても
よい。
【００７０】
　内視鏡２Ａは、内視鏡２が有する効果に加えて、汎用のパラレルポート端子１２を有し
ているため、多くの汎用デジタル機器と接続が容易であり、単に修理箇所を特定するだけ
でなく、連続静止画ＲＡＷデータをモニタ４２に出力すること等が容易に行える。
【００７１】
＜第３の実施の形態＞　
　以下、図８および図９を用いて本発明の第３の実施の形態の内視鏡システム１Ｄについ
て説明する。本実施の形態の内視鏡システム１Ｄは、第１の実施の形態の内視鏡システム
１と類似しているため、同じ構成要素には同じ符号を付し、説明は省略する。図８は、本
実施の形態の内視鏡システム１Ｄの使用形態を説明するための概念図であり、図９は、本
実施の形態の内視鏡システム１Ｄの構成を説明するためのブロック図である。
【００７２】
　図８に示すように本実施の形態の内視鏡２Ｂは、いわゆるカプセル型内視鏡である。カ
プセル型の内視鏡２Ｂは、観察または検査のために被検体である被検者１０Ｂに飲込まれ
た後、被検者１０Ｂから自然排出されるまでの間、胃、小腸などの臓器の内部をその蠕動
運動に伴って移動し、撮像機能を用いて臓器の内部を順次撮像する構成である。
【００７３】
　カプセル型の内視鏡２Ｂが撮像した画像は無線通信により、被検者１０Ｂの体外に配設
された受信コイル１５を介して外部プロセッサ３Ｂに送信され、モニタ４に表示される。
【００７４】
　すなわち、図９に示すように、臓器内を移動する間に内視鏡２ＢのＣＣＤ６によって被
検者１０Ｂ内で撮像されたアナログ撮像信号は、内視鏡２Ｂ内の前段処理回路２０でデジ
タル撮像信号に変換された後、無線送信手段を介して、体外に送信される。体外に送信さ
れたデジタル撮像信号は、無線受信手段を介して外部プロセッサ３Ｂに入力され、後段処
理回路３０で処理された後、モニタ４に表示される。
【００７５】
　そして、内視鏡システム１Ｄは、第１の実施の形態の内視鏡システム１と比較すると、
内視鏡２Ｂから外部プロセッサ３まで撮像信号が、有線で送信されるか無線で送信される
かが異なるが、他の構成、動作および作用効果は類似している。
【００７６】
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　すなわち、内視鏡システム１Ｄは、後段処理回路不良、前段処理回路不良、映像処理不
良、ＣＣＤ不良、およびＡＦＥ不良の５箇所を検知することができる。なお、内視鏡シス
テム１Ｄにおいては接続検知手段３３は、受信コイル１５の故障、例えば、断線等、を検
知することにより、接続不良を検知することもできる。
【００７７】
　以上のように、内視鏡システム１Ｄは、故障箇所の特定が容易な撮像システムである。
【００７８】
＜第４の実施の形態＞　
　以下、図１０を用いて本発明の第４の実施の形態の内視鏡システム１Ｅについて説明す
る。本実施の形態の内視鏡システム１Ｅは、第１の実施の形態の内視鏡システム１と類似
しているため、同じ構成要素には同じ符号を付し、説明は省略する。図１０は、本実施の
形態の内視鏡システム１Ｅの構成を説明するためのブロック図である。
【００７９】
　内視鏡システム１Ｃの内視鏡２は、第１の実施の形態の内視鏡２と同様である。しかし
、外部プロセッサ３Ｃは、出力検知回路を有していない点で第１の実施の形態の外部プロ
セッサ３と異なる。そして、内視鏡システム１Ｃの外部プロセッサ３Ｃは、通信手段であ
る通信回路６３を有しており、通信回線を介して、別の場所にある検知装置６０の通信回
路６２と接続可能である。そして、検知装置６０の出力検知回路６１等により、内視鏡シ
ステム１Ｅの故障箇所の特定およびソフトウエア更新等のメンテナンスを行うことができ
る。検知装置６０は、ＰＣであってもよい。
【００８０】
　すなわち、内視鏡システム１Ｅは、内視鏡システム１Ｅを通信回線に接続することで、
遠隔地から内視鏡システム１Ｅの故障箇所の特定またはソフトウエア更新等のメンテナン
スを行うことができる。　
　通信回線としては、インターネット回線、携帯電話回線等、公知の通信回線を用いるこ
とができる。
【００８１】
　内視鏡システム１Ｅは、第１の実施の形態の内視鏡システム１が有する効果に加えて、
遠隔地からでも故障箇所を容易に特定することができる。
【００８２】
　なお、上記説明では、撮像装置として内視鏡を、信号処理装置として外部プロセッサま
たはＰＣを例に説明したが、本発明は、被写体を撮像して撮像信号を出力する撮像装置で
あれば内視鏡に限られるものではなく、また、撮像装置から入力された撮像信号を処理し
映像信号を表示手段に出力可能な信号処理回路を有する信号処理装置であれば内視鏡外部
プロセッサまたはＰＣに限られるものではない。また、同様に本発明の撮像システムおよ
び撮像システムのメンテナンス方法は、内視鏡システムおよび内視鏡システムのメンテナ
ンス方法に限られるものではない。
【００８３】
　すなわち、本発明は、上述した実施の形態または変形例に限定されるものではなく、本
発明の要旨を変えない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】第１の実施の形態の内視鏡システムの構成を示す外観図である
【図２】第１の実施の形態の内視鏡システムの構成を説明するための説明図である。
【図３】第１の実施の形態の内視鏡システムの構成を説明するためのブロック図である。
【図４Ａ】第１の実施の形態の内視鏡システムの検査の流れを説明するためのフローチャ
ートである。
【図４Ｂ】第１の実施の形態の内視鏡システムの検査の流れを説明するためのフローチャ
ートである。
【図５】第２の実施の形態の内視鏡システムの構成を説明するための説明図である。
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【図６】第２の実施の形態の内視鏡システムの構成を説明するためのブロック図である。
【図７】第２の実施の形態の変形例の内視鏡システムの構成を説明するための説明である
。
【図８】第３の実施の形態の内視鏡システムの使用形態を説明するための概念図である。
【図９】第３の実施の形態の内視鏡システムの構成を説明するためのブロック図である。
【図１０】第４の実施の形態の内視鏡システムの構成を説明するためのブロック図である
。
【符号の説明】
【００８５】
１…内視鏡システム、１B…内視鏡システム、１Ｂ…内視鏡システム、１Ｃ…内視鏡シス
テム、１Ｄ…内視鏡システム、１Ｅ…内視鏡システム、２…内視鏡、２Ａ…内視鏡、２Ｂ
…内視鏡、３…外部プロセッサ、３Ｂ…外部プロセッサ、３Ｃ…外部プロセッサ、４…モ
ニタ、５…光源装置、６…ＣＣＤ、７…操作部、８…コネクタ部、８A…コネクタ部、８
Ｂ…コネクタ部、９…送気送水ポンプ、１０…被写体、１０Ｂ…被検者、１１…ラック、
１２…パラレルポート端子、１３…挿入部、１５…受信コイル、２０…前段処理回路、２
１…駆動回路、２２…増幅回路、２３…ＣＤＳ回路、２４…ＡＤ変換回路、２５…ＡＦＥ
、２６…ＡＦＥ検知部、２７…テストパターン発生部、２８ｖＪＴＡＧチェーン形成部、
３０…後段処理回路、３１…出力検知回路、３２…テストパターン発生部、３３…接続検
知部、３４…ＪＴＡＧチェーン形成部、３６…映像処理回路、３７…キャプチャ回路、３
８…告知回路、４２…モニタ、４４…キャプチャ回路、４５…ＦＰＧＡ書込回路、４６…
出力検知回路、５０…検知装置、５１…出力検知回路、５２…外部装置、６０…検知装置
、６１…出力検知回路、６２…通信回路、６３…通信回路

【図１】 【図２】
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